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芝浦工業大学 国際部

英語 学ぶ



2人に１人
卒業生の

在学中海外プログラム参加率

※2021年3月卒業生のうち在学中に語学研修、グローバルPBL,海外インターンシッ
プ、交換留学等の本学主催海外渡航プログラムに参加した学生が占める割合



留学プログラムラインナップ

グローバルPBL
（Project based Learning)

専
門
性

語学力

語学研修

海外インターンシップ

研究室配属型
交換留学

授業履修型
交換留学

→1年生から参加可能な英語を学ぶプログラム
夏春休みに実施。期間は2週間～1か月。

→主に2～3年生以上。
夏春休みを中心に実施。期間は2週間～
1か月。海外の学生とグループを組み、問
題解決に取り組む。

→2年生以上。
キャリアサポート課で募集。

→原則3年生以上。
協定校に半年～１年留学し専
門の授業を英語で学ぶ。

→原則4年生以上。
協定校の研究室にて自分の
研究を進める。

→各国の学生を対象とした協定
校が主催するプログラム。または
本学主催の短期プログラム

協定校等主催プログラム

短期派遣プログラム（スタディツアー）
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2．協定校等主催プログラム

本学の協定校や関連組織が提供する、世界各国の学生を

対象としたプログラム

1．スタディツアー

本学と協定校が共同で企画し実施する、文化体験や現地学生

とのワークショップを通して社会問題を考える海外研修プロ

グラム

“英語をツール”として使いながら異文化や社

会問題に触れ、俯瞰的な視野を身につけるプ

ログラム。



スタディツアー

英語 学ぶ
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1．スタディツアー

こんな方におススメ

◆ これまで学んだ英語を実践で使いたい、アウトプットの機会を増やしたい。

◆ 将来留学を希望しているので、その予備プログラムとして。

• 英語を使ってプログラムを実施するため、実践での英会話スキルやコミュニケー

ション力を身につけることができる

• 多言語多文化の環境で活動することで互いの価値観や考え方を理解し、グローバ

ルな視点を持つことができる

• 工学に共通する内容や世界共通の社会的課題を通し、自身の工学の学びと結びつ

けることができる

• 海外に友人ができる

• 学年、学科を問わず、学内に友達ができる

プログラムの特徴・得られること
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2023年度夏休み実施予定プログラム

1．スタディツアー

プログラム内容

• IT技術や工学で暮らしやすい生活や生

活環境を考察・提案するプログラムです。

• 前半のボーフム応用科学大学では、

Roboticsや工学マネジメントについて

学びます。また、基本的なドイツ語も学

ぶ時間が設けられています。

• 後半のクレルモン工科大学ではプログラ

ミングを学んだり、IoTで生活環境を整

えるための解決方法を考えます。その他

簡単なフランス語も学びます。

• プログラムでの使用言語は英語のため、

実践的な英語でのコミュニケーションを

学ぶことが可能です。

• 現地の大学生との交流の時間もあり、同

世代の学生たちと交流ができます。

• テーマに関する施設、各都市の歴史的エ

リアや施設も訪問します。

渡航先：

① ９月２日～９月９日
ボーフム応用科学大学（ドイツ）

② ９月12日～９月１８日
クレルモン工科大学（フランス）

プログラム費用： 64万円

単位認定： 確認中（学部生のみ
対象予定）

参加人数： 10-20名

奨学金： 8万円または6万円



① Bochum University of Applied Sciences ボーフム応用科学大学

② Clermont Auvergne INP クレルモン工科大学

本学が、フランスのクレルモン工科大学、ドイツのボーフ
ム応用科学大学と共同で企画・運営するプログラム

クレルモン工科大学
Clermont Auvergne INP

パリから電車で4時間半ほ
ど南下したクレルモン・

フェランという都市にある
工科大学。

多くの学生が本学に留学す
るなど係りは深い。

ボーフム応用科学大学
Bochum University of Applied 

Sciences
ドイツの西側に位置する

ボーフムにある工科系大学。

1．スタディツアー プログラム概要



1．スタディツアー スケジュール（案）
Program schedule (tentative)  

28-Aug 29-Aug 30-Aug 31-Aug 1-Sep 2-Sep 3-Sep

Monday Tuesday Wednesday Thursday Friday Saturday Sunday

Leaving Japan
Arrive in Brussels 
(Belgium)

Free day in Brussels 
Leaving Brussels to Bochum 
(bus)
Hotel Check-in

4-Sep 5-Sep 6-Sep 7-Sep 8-Sep 9-Sep 10-Sep

Monday Tuesday Wednesday Thursday Friday Saturday Sunday

9:00 – 12:00
Welcome
Introduction
Project Class: Robotics 
(Prof. Dr. D. Schilberg)
o Industrial robotics and 
beyond (lecture)
Campus Tour

12:00 – 13:00
Lunch break

13:00 – 16:00
Guided city tour (student 
assistants of the 
International Office)

9:00 – 12:00
Project Class: Robotics
o How to move a robot

12:00 – 13:00
Lunch break

13:00 – 14:30
Crash Course German (M. 
Werthebach)

15:00
Meeting with local students

9:00 – 12:00
Project Class: Robotics
Picking, sorting and placing
12:00 – 13:00
Lunch break
13:00 – 16:00
Visit of the Laboratory of 
Hydraulic Engineering 
(Department of Civil and 
Environmental 
Engineering)/Visit of the 
BlueBox (Department of 
Architecture)
Workshop in the laboratory 
of the Institute of 
Mechanics (Prof. Dr. I. 
Mueller)

9:00 – 12:00
Project Class: 
Lean management and 
Industry 4.0 (Prof. Dr. 
Kröger)
12:00 – 13:00
Lunch break
13:00 – 14:00
Visit of the Fraunhofer 
Research Institution for 
Energy Infrastructures and 
Geothermal Systems IEG
15:00
Visit of the Mining Museum 
in Bochum

9:00 – 12:00
Project Class: Robotics
Final presentations
12:00 - 13:00
Lunch break

Free afternoon:
Visit to Düsseldorf by train: 
Old Town, Königsallee, 
“Medienhafen“, Little Tokyo 
(Japanese Quarter) or Rhine 
Tower
More about Düsseldorf: 
https://www.duesseldorf-
tourismus.de/en

Leaving Bochum to Paris
Stay 1 night in Paris 

Leaving Paris to Clermont 
(train)
Hotel Check-in
Clermont-Ferrand City 
Guided Tour

11-Sep 12-Sep 13-Sep 14-Sep 15-Sep 16-Sep 17-Sep

Monday Tuesday Wednesday Thursday Friday Saturday Sunday

Morning :
Introduction
Crash course French #1
Project class:
Using and programming 
Internet Of Things (IoT) 
sensors for buildings 
monitoring

Afternoon: 
Project class:
Using and programming 
Internet Of Things (IoT) 
sensors for buildings 
monitoring

Welcome Dinner for 
students and staff

Morning :
Crash course French #2
Project class:
Using and programming 
Internet Of Things (IoT) 
sensors for buildings 
monitoring

Afternoon: 
Visit:
Autonomous vehicles for 
urban transportation and 
what's behind (ISPR site 
PAVIN)
Project class:
Using and programming 
Internet Of Things (IoT) 
sensors for buildings 
monitoring

Morning :
Project class:
Using and programming 
Internet Of Things (IoT) 
sensors for buildings 
monitoring

Afternoon: 
Project class:
Using and programming 
Internet Of Things (IoT) 
sensors for buildings 
monitoring

~6 p.m.:
Student evening with SIT 
and INP Students

Morning :
Workshop on the creation of 
a simple digital model of a 
building structure and use 
of a VR headset

Afternoon: 
Visit:
Soil, structures and material 
testing for civil engineering 
(plateforme MSGC 
Polytech)
Meeting and student time: 
presenting SIT and Japan to 
French students

~6 p.m.: Wine and Cheese 
tasting @ Cave des beaux 
arts

Morning :
Workshop on rapid 
designing and prototyping
Visit:
SIGMA Center for 
Technology Transfer

Afternoon: 
Visit:
Vichy City guided tour

Free day in Clermont

Hotel Check-out
Free morning in Clermont-
Ferrand
Leaving Clermont to CDG 
airport (bus) 
then leaving to Tokyo

Arriving in Japan on 

Monday, Sep. 18



[単位認定]

確認中

学部生のみ対象ですが、語学研修と同程度の単位化について

申請中です。

＊現在すべての学部で単位化について確認中です。単位とならない可能性もあります。また、海外留

学プログラムは、テロ、政変、天災等の不確定要素により中止となる場合もあります。 留学プログ

ラムの単位次第で進級要件や卒業要件に影響が出ることのないよう履修計画を組み立ててください。

また、単位認定の時期や認定のタイミングなど、単位に係る詳細は学生課にお問い合わせください。

1．スタディツアー プログラム概要



• 本学学生であること 学年・学科・専攻不問（分野横断型）

• CEFR B1～B2レベル（TOEIC 550～）目安

• プログラム参加時に有効なパスポートを保持していること

＊参加現時点でパスポートをお持ちでない方は5月末までにはパス

ポートが取得できるよう申請してください。

＊日本国籍以外の方は渡航先へのビザの有無及びビザ取得方法に

ついてご自身で確認・手配してください。

• 渡航先の国や協定校のルールを尊守し、本学の学生代表として責任あ

る行動をとること）

[参加資格]

1．スタディツアー プログラム概要

[募集人数] 
10-20名 ＊最少催行１0名

募集終了後、多数の応募をいただいた場合は学業成績等で選考させていた
だく場合があります。また、最少催行人数に満たない場合は実施を見送る場
合もありますので、あらかじめご了承ください。



[宿泊] 各大学近辺のホテル ＊大学までは徒歩または電車

[プログラム費用] 64万円
＊暫定額です。最終額は参加人数確定後に決まります。多少前後することがあるかもしれませんのであらかじめご了承
ください。

◎プログラム費用に含まれる主なもの
授業料
航空運賃（燃油サーチャージ、諸税、空港施設料等含む）
現地宿泊費（朝食付き）
海外旅行保険・危機管理サービス費用
空港・ホテル送迎バス代

◎プログラム費用に含まれない主なもの
日本国内交通費
現地滞在中交通費、現地滞在中の食事
パスポート・ビザ取得費用など
通信費や日用品、買い物等、個人的支出、その他

※プログラム費用については急激な為替の変動や原油価格の変動により燃油サーチャージが値上がりした場合
などやむを得ない理由により変更となる場合がございます。変動が生じる場合は直ちにお知らせいたします。

1．スタディツアー プログラム費用



本プログラムの支払いについては、提携する旅行会社が担当します。参加

確定後、支払いについて案内がありますので、案内に沿って手続きを行っ

てください。

費用確定・支払いは６月上旬を予定しています。

各自費用を確認し、事前にご家族に相談するなどしてください。
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！重要！【キャンセル費用について】

申し込み後にキャンセルする場合は、直ちにメールにて、担当旅行代理店と

国際部へご連絡ください。（国際部からの返信も必ずご確認ください）

正式に参加が確定した後は、キャンセル料が発生する可能性があります。

ご連絡いただき次第、キャンセル費用が最小で済むように各方面と調整を行

います。

1．スタディツアー プログラム費用のお支払い



・本プログラムは、「芝浦工業大学海外留学奨学金」の対象プログラ
ムです。

・本奨学金は給付型奨学金のため返還は不要です。

・給付金額は成績と渡航先の国・エリアによって決定し、プログラム
修了後に支給します。

米国・英国等 東南アジア各国

成績が基準値以上 ８万円 ７万円

成績が基準値未満 ６万円 ５万円

※ 成績基準については成績評価係数（ＧＰＡとは異なります）2.30ポイントが基準となります。成績

評価係数の算出方法や、基準となる算出期について等の詳細は以下を参照ください。

https://www.shibaura-it.ac.jp/global/dispatch/scholarship.html

※ 奨学金は、プログラム終了後に申し込み時に申請いただいた金融機関口座に大学から振り込みます。

プログラム費用支払い時は、プログラム費用の全額を一旦ご準備いただく必要がありますのでご注意く

ださい。

1．スタディツアー 奨学金について

https://www.shibaura-it.ac.jp/global/dispatch/scholarship.html
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[申し込み期間]

2023年4月24日（月）～5月7日（日）まで

[応募方法]

google form からお申込みください。

＊語学研修と同じ申し込みフォームです。

https://forms.gle/WFvaAfSW98499tA49

[申し込み方法・詳細案内]
https://www.shibaura-it.ac.jp/global/dispatch/program/other_program.html

応募フォーム

プログラム詳細

1．スタディツアー 申し込み方法

早い者勝ちではありませんが、早めの申し込みをオススメします。
上記期間中であれば申請の変更や取消も可能です。

https://forms.gle/WFvaAfSW98499tA49


4月24日（月）～5月7日（日）まで

Web申し込み期間

5月下旬
参加の意思確認への回答・参加者確定

パスポートコピーその他必要書類提出

5月中旬

選考、Zoom面接（対象者のみ）

7月1（土）

第1回オリエン＆危機管理セミナー

6月上旬

プログラム費用支払い

9月2日（土） ～

出国

ヨーロッパに向けて出発！まずはドイツへ！
空港への集合時間等は第2回オリエンテーションでご案内します。
9月4日（月）から現地でのプログラムが始まります。

以下の面接対象者にのみ面接を実施します。学内メールで面談日を案内しますのでご確認ください。
面談は1人5分程度にて英会話力の確認等を行います。
（面接対象者）プログラム申し込み者のうちTOEICが550に満たない学生。もしくは本学が面談が
必要と判断した学生。

Googleフォームから申し込み。 https://forms.gle/WFvaAfSW98499tA49
＊学内アカウントにログインが必要です。

航空券手配や海外旅行保険加入など、今後の手続きに必要なパスポートコピーなどその他必要書類。
を提出いただきます。
参加決定後は、国際部が正当と認める理由以外による参加辞退は認めていません。

第1回オリエンテーションおよび危機管理セミナーを行います。
参加者同士が初めて顔を合わせる機会です。
今後参加者のとりまとめや連絡係などになっていただくための学生リーダー決めも行います。

プログラム費用は指定の方法で期日までにお支払いいただきます。

8月中旬 第2回オリエン

7月～8月

第2回のオリエンテーションでは、Eチケット、保険証券の配布や出発日の集合場所等、渡航に向け
た最終案内を行います。

現地の大学とオンラインでミーティングやオリエンテーションを行います。
現地情報やプログラム内容などについて事前に触れておくことでしっかりと準備することができま
す。

1．スタディツアー 今後のスケジュール

https://forms.gle/WFvaAfSW98499tA49


研修参加者は、大学が指定する海外旅行保険および危機管理サービスに自動的に加入して渡航します。個
別の手続きは不要です。（保険料はプログラム費用に含まれています。）

① 海外旅行保険
補償項目 保険金額 補償概要

傷害死亡 2,000万円渡航中に、事故によるケガが原因で死亡した場合

傷害後遺障害 2,000万円渡航中に、事故によるケガが原因で身体に後遺障害が生じた場合

治療・救援費用 無制限
渡航中に、ケガや病気で治療を受けた場合の治療費や３日以上入院し日本から親族が現地に駆け付ける場合
等

疾病死亡 1,000万円渡航中に、病気が原因で死亡した場合

個人賠償責任 1億円渡航中に、他人にケガをさせたり、お店の品物を壊して賠償責任を負った場合等

携行品損害 10万円渡航中に、携行したパソコン等を盗まれたり、落下させ破損した場合等

航空機寄託手荷物遅延 10万円航空機搭乗時、預けた手荷物が到着後６時間以内に目的地に運搬されなかった場合

航空機遅延 2万円悪天候や機体の異常などの理由で、搭乗予定の航空機が６時間以上遅延したり、欠航・運休となった場合

疾病応急治療・救援費用
※31日以下のプログラムのみ

300万円
渡航開始前に発病し医師の治療を受けたことがある病気が原因で、渡航中にその症状の急激な悪化により医
師の治療を受けた場合

本学では海外におけ
る提携病院数が多い
AIGを採用しています。※新型コロナウイルス感染症に感染した場合においても他の疾病と同様に補償の対象となります。

保険金額（補償の限度額）の面でも無制限となっています。詳しくは下記ホームページをご確認
下さい。
https://www.shibaura-it.ac.jp/global/dispatch/attention.html

＊また、上記海外旅行保険に加え「旅行変更費用補償特約」に加入いただきます。
「旅行変更費用補償特約」とは、参加学生ご本人の入院等で、旅行を中止した場合のキャンセル費用や、
旅行を中断し、帰国した際の帰国費用などを補償する特約です。

詳細は本学提携の保険会社イーコールズ株式会社にお問合せください。

イーコールズ株式会社
ＴＥＬ：03-5614-0506 ／ Ｅ－ＭＡＩＬ：kanyu@e-calls.co.jp 
営業時間：10:00-17:00（土日祝日休）

1．スタディツアー 安全のために

https://www.shibaura-it.ac.jp/global/dispatch/attention.html


2. 渡航前ガイダンス

第2回オリエンテーションでは、渡航先毎に現地事情や必要な持ち物等について説明を致しま

す。また、保険代理店の担当者が加入している保険や危機管理サービスについて改めて説明を

行うとともに、保険証券や緊急連絡カードを配付、安否確認アプリの登録を行うなど、万全の

準備を整えたうえで渡航します。

② 危機管理サービス
（１） 24時間365日日本語対応可能な相談デスク

「体調が悪いので病院を紹介してほしい」「パスポートを紛失してしまったがど
うすればよいか」「ATMからキャッシュカードが出てこなくなった」等、あらゆ
る問い合わせに対応します。

（２）安否確認サービス

スマホアプリ（プロファインダー）の利用により、地震やテロが起きた際には迅
速に安否確認を行います。

渡航前の事前指導により、危機管理マインドを高めてから渡航します。

1. 危機管理セミナー
第1回オリエンテーションに合わせ、海外旅行保険・危機管理サービス会社から専門家を招きセ
ミナーを行います。実際に起こりうるトラブル事例・対策をケーススタディで学びます。

1．スタディツアー 安全のために



• 国際部や本学提携の旅行代理店、保険会社からメールや電話で連絡をさせていただくこ
とがあります。海外渡航後は、留学先からも連絡があることもあります。メールや着信
がありましたら必ず確認をしてください。特にメールは「迷惑メール等に入っており、
気が付かなかった」ということがないように注意してください。

• ホテルでは1部屋を複数名でシェアします。日本の一般的なホテルや海外リゾートホテ
ルのような設備を期待することなく、住環境も含めて実施国のことを知る良い機会と考
えてご参加下さい。ホテルの場合も、本学のプログラムでは費用の高騰を避けるため、
現地における宿泊費が一般的～やや安価なホテルを利用しています。ハイグレードな設
備を期待しないでください。

• 参加にあたっては、皆様の心身の安全を第一に考え、大学が把握している各人の医療情
報について、学内の学生関連部門、旅行代理店、保険代理店、留学先等の関係各所と情
報連携を行うことがありますのでご了承ください。

• 心身の別問わず健康に不安がある方や特別配慮を希望する場合は、申込時に必ず申し出
てください。なお、プログラム参加にあたり、心身の安全を確約できないと学長が判断
した場合はプログラムへ参加いただけない場合もございますのでご了承ください。

• プログラムによっては、本学からの引率者（教員や職員）はつかず、旅行代理店の添乗
員や現地大学のスタッフが引率を行う場合もあります。いずれの場合も団体行動へのご
協力をお願います。

以下の点をご了承のうえお申し込みください。

1．スタディツアー 諸注意



ご両親・保護者等にも相談する

特に費用面やコロナ禍の影響※を事前にご両親等に
ご相談の上お申し込み下さい。

＊円安、原油高の影響により、例年よりプログラム費用が高騰しています。プロ
グラム費用は6月上旬にお支払いいただくことになります。

＊本資料の巻末に、奨学金制度や安全に留学をするための仕組み（海外旅行
保険・危機管理サービス、事前のセミナーなど）についても記載していますので合
わせてご覧下さい。

※現在（2023年4月24日）、日本に帰国する際には、ワクチンの3回接種あるいは陰性証明書
の提出が不可欠です。
※コロナ以前に比べて、航空券のキャンセルチャージ発生時期が早くなっています。



協定校等主催プログラム

英語 学ぶ
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2．協定校等主催プログラム

プログラムの特徴

◆ 世界各国の学生向けに企画されたプログラムなので英語で実施

◆ 様々な国からの参加者がいるので、世界各国に友達ができる

◆ 主催する国の言語や文化を習得するプログラムから専門的なプログラ

ムまである

◆ SDGsなど、世界で関心の高い時事的な問題をテーマに扱っているプロ

グラムが多い

◆ 協定校枠として協定校割引プライスで提供されているものが多い
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こんな方におススメ

⚫ 英語の勉強をしているので、アウトプットの機会を増やしたい。

⚫ 将来留学を希望しているので、今のうち海外の授業を体験したい。

⚫ 留学から帰国した後、英語を使う機会が減ってしまった。。

⚫ いろんな国の学生と交流したい。

2．協定校等主催プログラム

⚫ 英語を使ってプログラムを実施するため、実践での英会話スキルやコミュニケー

ション力を身につけることができる

⚫ 多言語多文化の環境で活動することで互いの価値観や考え方を理解し、グローバ

ルな視点を持つことができる

⚫ 工学に共通する内容や世界共通の社会的課題を通し、自身の工学の学びと結びつ

けることができる

⚫ 海外に友人ができる

プログラムの特徴・得られること
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プログラム情報が届く

大学のWEBサイトで紹介

SIT Webサイト検索エンジン

「協定校主催」と
入力

1．協定校等主催プログラム



26

プログラム例

1．協定校等主催プログラム

内容や参加条件などす
べてプログラム毎に異
なります。
参加を検討する場合は
必ず詳細情報を確認く
ださい。
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参加者の声（抜粋）

毎日３時間の韓国語の学習と、チヂミ作りやキャンパス
案内、韓国のお菓子紹介などをzoomで行いました。日
本の学生だけでなく、ヨーロッパ、アジアなどの何か国
もの学生と一緒に交流することができ大変面白く興味深
い1週間のプログラムとなりました。気軽に参加したプ
ログラムでしたが、予想以上に面白かったです。

(韓国語・文化体験プログラム5日間）

海外の学生とグループワークができることに魅力を感じ
たので応募した。英語が上手な人が多く、自分も追いつ
くために英語の勉強を積極的にすることができた。英語
で会話することへの抵抗感がほとんどなくなり、参加し
て良かったなと感じた。

（建築系プログラム6日間）

異文化交流の時間が毎日の楽しみでした。私のいたグループ
にはドイツ、ロシア、マレーシア、台湾、アメリカ、韓国の
学生がいました。SNSを通して授業後に毎日のようにおしゃ
べりをしていました。今でも個人でチャットをしています！
コロナ禍ということもあり、オンラインプログラムでしたが、
ここで出会った友達と将来直接会って一緒にご飯に行けたら
なと思います。

（韓国語プログラム2週間）

英語学習の継続と英会話力向上のために参加。毎回協定校の
教授の講義を聴きその内容に基づいたディスカッションを
行った。聴講は実際海外で働くときなどの状況に近いので、
実践的に英語を理解する練習になった。TOEIC対策のときの
ようにきれいな英語ばかりを聴くわけではなかったことも有
用だった。また講義内容は各国の文化と工学関連技術につい
てだったが、今日のようにインターネットが発達していても
知らないことが多くあることを、毎度実感することができ、
有意義だった。
（異文化理解・工学系プログラム 3か月間）

1．協定校等主催プログラム
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大学応募型

学生→各自プロ
グラムに応募

学生→
国際部にエントリー
（申し込みフォー

ム）

協定校→結果案内

国際部→各協定校に
エントリー

学生→参加確定後、
国際部に報告

協定校→学生または
大学に結果案内

自由応募型

学生→参加確定後、
国際部に報告

参加が確定したら、各プログラムの案内に従って事前準備*＆受講

各プログラムにより
申し込み方法や各種
条件が異なります。
申込の際は、主催団
体が提示するプログ

ラムの詳細を必ずご
確認ください。

1．協定校等主催プログラム-申し込み方法

【注意】渡航を伴うプログラムは航空券や現地宿舎、海外旅行保険等の手配
をすべてご自身で行っていただきますのであらかじめご了承ください。詳細
についてはプログラムお申込み後にご案内いたします。
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Q：参加条件に語学力の目安が書かれていないプログラムがあります。どのくらいの英語力が必要です
か？
目安とする英語力が明示されていなくても、プログラム自体は英語で行われますので、最低限の英語力
は必要です。参加を検討する際、各主催団体が提示しているプログラムの詳細を確認し、内容が理解で
きるかどうかご自身でご判断ください。

Q：単位はつきますか？
参加修了後に単位化を希望される方は、「学外単位認定制度」というものがありますので、各キャンパ
スの学生課にてご確認ください。参加時点で単位取得が確約されるものではありません。

Q：プログラム中、やむを得ない理由でどうしても出席できない日があるのですが･･･
通常授業同様、冠婚葬祭や病気等やむを得ない事情があれば、出席できない日があっても仕方がないと
思います。その場合は各プログラムの担当者に速やかにお伝えください。
。（言うまでもないことですが、無断欠席はマナー違反になりますのでやめましょう！）
※欠席しても欠席分の授業料返金はありません。
※プログラムが単位化された場合は欠席が単位認定に影響する場合があります。

Q：申し込み後にキャンセルする場合、キャンセル費用はかかりますか？
キャンセルポリシーは各プログラムによって異なります。担当者にご自身でご確認ください。
また、航空券などお金のかかる準備をする際は必ずキャンセルのタイミングを確認してから購入してく
ださい。キャンセルに伴う費用は自己負担となります。

Q：外国人留学生でも参加できますか？
学位取得目的で在籍している本学の正規学生であれば申し込みいただけます。

1．協定校等主催プログラム-よくある質問
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理工系の皆さんだからこそ
英語を（で）学ぼう！

専門性 英語力

×

お申込み・問い合わせ
国際部 プログラム推進課
inbound-short@ow.shibaura-it.ac.jp 03-5859-7140


